
Peppolが輝かせる「主役」たち  ～ResorTech EXPO 2025 in Okinawa実行委員会、海外との取引での挑戦～

2025年11月14日、デジタル庁は、ResorTech EXPO 2025 in Okinawa実行委員会との間で、クロスボーダー取引

におけるデジタルインボイスでの請求の実施について、意見交換を行いました。

ResorTech EXPO 2025 in Okinawa の様子

同実行委員会は、ResorTech EXPO 2025 in Okinawa (2025年11月13日～14日開催）への海外（スイス）から

の出展参加者からの申し出に応じ、出展料に係る請求をデジタルインボイスで行いました。

同実行委員会の安村氏からは「デジタルインボイスについ

ては、沖縄の事業者が積極的に取り組んでいるとの事例を聞

いた」との話とともに、「沖縄最大のIT・DX展示会を主催す

る立場として、興味があった。そして、今般の海外事業者か

らの申し出は、自らがデジタルインボイスを『体験』する良

い機会だと考えた」との経緯の説明がありました。

「今回は、デジタル庁の実証事業の一環での取組としていた

だいたおかげで、ツールの提供もあり、これまでの請求実務

を大幅に変更することなく対応できた」との率直な感想があ

りました。

さらに、「アジアを中心に、ResorTech EXPO 2025 in 

Okinawaへの関心が高まっている。また、ASEANを中心にデジタ

ルインボイスの利用も進みつつあると聞く。次回以降、同様の申し

出があった際の対応について、検討の必要性を感じた」との本格的

な実装に向けた話もありました。

ResorTech EXPO 2025 in Okinawa実行委員会 安村氏（右側）

ResorTech EXPO 2025 in Okinawa 会場の様子
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